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【はじめに】鹿児島県の県木はクスノキで江戸時代から樟脳生産で歴史的に深い関係がある．現在でも鹿児島県指宿市開聞地区でクスノキ
の一種である芳樟から世界的にも珍しい天然の芳樟精油を生産している．ラベンダー精油の主要成分の1つであるリナロールには鎮静効果
があるとされ，芳樟精油もリナロールが主成分である．アロマは簡便に行え，精油の種類により副交感神経活動を活性化することでストレ
スを緩和しリラクゼーション効果をもたらすとされる．本研究の目的は芳樟精油の香りによる自律神経機能の効果を脈波から検討する事
である．【方法】対象は健常若年女性17名とした．方法は椅座位にて安静（5分）・アロマ（5分）・アロマ後（10分）とし，同時に指尖脈波計
より脈波を収集した．アロマの方法はティッシュに芳樟精油を1滴（0.05ml）垂らし嗅ぐようにした．指尖脈波の収集・解析にはTAOS社製
を用い，副交感神経活動の指標HF，交感神経活動の指標LF/HF，脈拍数，心拍変動係数，エントロピーを算出した．測定前後で日本疲労
学会の疲労感VASと芳樟精油の好き嫌いをVASで聴取し，香りのアンケートも実施した．【結果】HFは安静とアロマとの間に有意な増加
を認め，LF/HFは安静とアロマとの間に有意な低下を認めた．脈拍数はアロマ時から徐々に低下傾向を認め，疲労感VASも有意な疲労感
の改善を認めた．【結語】芳樟精油によるアロマで5分という比較的短時間で副交感神経活動が活性化し交感神経活動が低下したことから，
即時性の効果が考えられ，職場でのストレスの緩和に寄与する可能性も示唆された．
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【目的】体重免荷トレッドミルトレーニングは脊損や脳卒中患者の報告はあるが，脳性まひ者での報告例は少なく，重度な脳性まひ者を対
象とした体重免荷トレーニングは難しい．また1993年にNorman Lozinskiは，脳性まひ等を対象に運動支援機器The SPIDERを開発し，四
方やや上方に懸垂した体重部分免荷での自動介助運動を可能としたが，その効果やメカニズムは解明されていない．そこで，四方向懸垂に
よる体重部分免荷での運動が，下肢関節角度と関節モーメントへ及ぼす影響をまず健常者で検討した．【方法】神経学的疾患を有さない成
人6名を対象とし，The SPIDERなし（以下免荷なし）とThe SPIDERあり（以下免荷あり）での前後クロスジャンプを行った．三次元動作解
析装置（VICON社 :VICON612）と床反力計（AMTI:OR6-6）を用いて計測した空間座標と床反力から臨床歩行研究会配布のライブラリーソフト
で右の股，膝，足関節の関節角度変化と関節モーメントを算出し比較した．【結果】免荷なしジャンプでは着地，蹴出し時に膝伸展，足背
屈モーメントが大きく，免荷ありジャンプでは股屈曲，膝伸展，足背屈モーメントの減衰が認められた．【考察】健常者ではThe SPIDER
によるクロスジャンプではモーメントが減衰し，ジャンプ中の股，膝，足関節への負担が軽減すると考えられた．今後さらに脳性まひ者に
おける四方向懸垂による体重部分免荷運動の影響を解明する必要があると考える．
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囲に与える影響
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【緒言】体重免荷トレッドミルトレーニング（BWSTT）では，免荷量とトレッドミル（TM）速度の適切な設定が必要である．我々はこれらが
BWSTT中の歩幅・歩行率に与える影響を調べ，「快適歩行条件下では，速度増大は歩幅・歩行率を増加させ，免荷付与は歩行率を低下さ
せる」と発表した．この実験では，歩幅と歩行率の最大値と最小値が得られている．今回，免荷量と速度がこれらに与える影響を解析し
た．【方法】健常者10名の片足に長下肢装具を装着し患者歩行のシミュレーションとした．免荷量2条件（0, 30%），TM速度2条件（2.5, 3.0km/
h）において，歩幅3条件（快適，最大，最小）での歩行の歩幅と歩行率を計測．それぞれの可変幅（最大と最小の差）と可変中心（最大と最小
の平均）について，免荷条件と速度条件を二要因とする反復測定二元配置分散分析を行った（有意水準は5％）．【結果】可変幅と可変中心を
［無免荷・低速 , 無免荷・高速 , 免荷・低速 , 免荷・高速］.（平均±標準偏差）の順に示す．歩幅（m）・歩行率（step/s）の可変幅は［0.24±0.10, 
0.23±0.08, 0.27±0.07, 0.27±0.06］.・［0.86±0.32, 0.84±0.18, 1.03±0.24, 1.02±0.21］.，可変中心は［0.45±0.04, 0.48±0.05, 0.45±0.04, 0.49±
0.05］.・［1.67±0.14, 1.85±0.19, 1.72±0.12, 1.85±0.21］.であった．検定の結果，可変幅には免荷の主効果のみ，可変中心には速度の主効果
のみがあった．【結論】今回の健常者による患者シミュレーションでは，BWSTTの，速度増加は歩幅・歩行率の可変中心を増大させ，免
荷付与は歩幅・歩行率の可変幅を拡大させることが明らかとなった．
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【目的】静的ストレッチングを運動のセット間に施行した際，末梢血管抵抗の減少等により収縮期血圧と心拍数の増加が抑制される可能性
がある．そこで本研究は，運動直前に静的ストレッチングを行った際，運動前後における循環応答への影響を検証することを目的とした．
【方法】対象は健常成人男性10名（平均年齢：21.1歳，平均身長：173.4 cm，平均体重：64.3kg）とした．課題運動は最大歩行速度の50%の
歩行速度［km/h］.における6分間歩行とし，歩行直前に，静的ストレッチング（条件1）・安静座位（条件2）を行い，各条件間は24時間以上
空けて実施した．測定項目は血圧 ［mmHg］・SPO2［%］・心拍数［bpm］・筋硬度［%］とし，条件間で比較した．【結果】6分間歩行で使用した
平均歩行速度は，5.5 km/hであった．収縮期血圧・心拍数は運動後に増加したが条件間に差はみられなかった．拡張期血圧は条件2で73.8
から71.8 mmHgへ低下した．筋硬度は条件間で差はなかったが右側で低下がみられた．【考察】条件間では差が認められず，静的ストレッ
チングの効果については明らかにならなかった．第一に，被験者間で歩行速度に差が生じ，運動強度が適切でなかったことでストレッチン
グの影響が反映されにくかったこと，第二に，ストレッチング強度が被験者間で統一されず十分な代謝性変化が得られなかったことを要因
として考えた．運動強度を適切に設定すること，またストレッチング強度を再考することで結果が変化する可能性が考えられた．
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